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にエピペンの手技についての自信度は、受講前 2.1±1.8 点から受講後 8.0±1.6 点と最
も高くなっていた（p=0.01）。自由回答では、「思った以上に緊張した」という回答がみ
られた。  
５． 考察 
事前学習で学校管理下をイメージさせ、シミュレーション教育実施時には、教室や工
程の背景を 3 面スクリーンで切り替え、学童（人形）の急変から救急救命士（模擬）に
対する報告まで、忠実度の高い環境で実施されたことで、アレルギーやエピペンについ
ての知識はもとより、学校管理下における緊急時の対応をイメージ化できたことが自信
にもつながったと考えられる。一方で、「緊張した」という感想もあり、実施後の感情表
出を促すファシリテーション等、心理的負担への対応や環境整備の課題が挙げられた。  
６． 結論 
  学校現場におけるアナフィラキシーショック等救急場面を想定したシミュレーショ
ン教育は学生の知識や自信度を高めるために有効であり、養護教諭養成に積極的に導
入していくことの重要性が示唆された。  
